
１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
大
字
河
原
字
青
木

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
六
月
―

一
九
九
七
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一爪
都
府
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
磯
野
浩
光

。
鍋
田
　
勇

。
森
　
正

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

京
都
府
荻
育
委
員
会
で
は
、　
一
九
七
三
年
度
以
来
継
続
し
て
恭
仁
宮
跡
の
発

掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
近
年
は
恭
仁
宮
の
範
囲
確
認
を
目
的
に
調
査
を
行

な
い
、　
一
九
九
六
年
度
ま
で
に

四
至
を
確
定
し
た
。
特
に
恭
仁

宮
西
限
の
確
定
を
目
的
と
し
た

一
九
九
六
年
度
の
調
査
で
は
、

西
面
大
垣
Ｓ
Ａ
九
六
〇
〇
及
び

南
面
大
垣
Ｓ
Ａ
九
〇
〇
〇
と
西

面
大
路
東
側
溝
が
良
好
な
状
態

で
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
の
出
土
し
た
遺
構
は
西

面
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
九
五
〇
人
で
あ
る
。
西
面
大
垣
の
西
約

一
一
ｍ
に
位
置
す

る
南
北
溝
で
、
正
確
に
は
宮
外
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
九
五
〇
人
は
ニ
カ
所
の
調
査
区
に
ま
た
が
り
、
総
延
長
約
五
四
ｍ
を
検

出
し
た
。
幅
ニ
ー
四
ｍ
、
深
さ
は
約
二
〇
―
九
〇
ｃｍ
を
測
る
。
北
で
約
○
度
四

五
分
西
に
振
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
約
○
度
五
五
分
の
傾

斜
を
も
ち
低
く
な

っ
て
い
る
。
木
簡

・
墨
書
土
器
の
ほ
か
、
瓦

。
埠

。
土
師

器

・
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

溝
は
当
初
二
段
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
段
目
は
検
出
位

置
に
よ
っ
て
幅
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、
上
流

（北
）
側
の
方
が
全
体
的
に
遺

存
状
況
が
よ
い
。
溝
の
二
段
目
の
断
面
形
は
逆
台
形
状
も
し
く
は
Ｕ
字
状
の
断

『　
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Ｘ
．
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 (4) (3) (2) (1) 

□

□

□

L
J廿
六
人七
人
」

□

大
蒜
」

面
形
を
呈
す
る
が
、
下
流
（
南
）
側
は
幅
の
割
に
浅
い
皿
状
の
断
面
形
と
な
っ

て
い
る
。
埋
土
は
黒
色
シ
ル
ト
と
砂
礫
が
互
層
と
な
っ
て
堆
積
し
て
い
る
が
、

北
側
ほ
ど
黒
色
シ
ル
ト
が
多
く
、
最
南
部
で
は
砂
礫
の
み
が
堆
積
し
て
い
る
。

遺
物
は
、
最
上
層
及
び
溝
を
覆
う
よ
う
に
堆
積
し
た
層
に
比
較
的
多
く
の
士
器

木
簡
は
合
計
八
点
（
う
ち
削
屑
三
点
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
完
形
に
近
い

木
簡
は
三
点
で
あ
り
、
残
り
は
小
片
で
あ
る
。
木
簡
の
出
土
し
た
層
は
溝
下
層

の
黒
灰
色
シ
ル
ト
層
で
あ
る
。
出
上
位
置
は
、
北
側
の
調
木
且
区
の
み
で
あ
り
、

調
査
区
の
特
定
の
場
所
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、

や
や
広
い
範
囲
に
点
在
し

て
い
る
。
ま
た
、
緩
や
か
な
流
れ
の
中
で
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
シ
ル
ト
層

か
ら
出
士
し
て
い
る
こ
と
や
、
よ
り
下
流
の
南
側
の
調
査
区
か
ら
は
出
土
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
木
簡
は
近
接
す
る
上
流
側
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の

木
簡
の
釈
文

・
内
容

「

<n
L
J里
尾

nLJ」

(
1
8
6
)
 x

(
1
6
)
 X
 5 
0
5
9
 

1
9
2
 x
(
2
0
)
 X
 5 
0
3
3
 

(
1
5
6
)
 X
 12
 X
 2 
0
5
9
 

(
8
5
)
 x
(
5
)
 X
 7 
0
1
9
 

「
固
口

が
流
れ
込
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

や
瓦
塘
が
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
下
流
側
で
の
出
土
最
が
多
い
。

現
在
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、

に
、
①
②
が
出
土
し
た
。
③
し
⑦
は
そ
の
後
の
水
洗
い
の
過
程
で
判
明
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
記
念
す
べ
き
木
簡
と
い
え
る
。
釈
読
に
際
し
て
は
、
肉

眼
で
可
能
な
限
り
精
壺
し
た
後
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
で
確
認
を
行
な

山
は
、
上
端
部
が
圭
頭
で
、
下
端
部
は
折
損
。
左
右
は
割
歓
さ
れ
て
い
る
。

②
の
右
半
分
は
割
裁
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
裏
面
に
も
薄
く

墨
痕
が
あ
る
。
①
し
⑦
は
墨
痕
が
薄
く
、
ほ
と
ん
ど
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
判
読
不
能
の
削
屑
が
一
点
あ
る
（
⑧
)
。

②
に
つ
い
て
は
、
「
里
」
の
文
字
は
明
瞭
で
あ
り
、
字
配
り
か
ら
も
貢
進
物

付
札
と
み
て
よ
い
。
霊
亀
元
年
（
七

一
五
）
か
ら
ー
鎌
田
元
一

行
と
霊
亀
元
年
式
」
上
田
正
昭
編
『
古
代
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
小
学
館
（

一

九
九

一
年
）
に
よ
れ
ば
、
霊
亀
三
年
五
月
か
ら
ー
天
平
―
一
年
（
七
＿―
-
九
）
末
し

翌
―

二
年
初
頭
に
か
け
て
施
行
さ
れ
て
い
た
郷
里
制
下
の
も
の
か
。
『
続
日
本

っ
た
。 京

都
府
教
育
委
員
会
に
よ
る
恭
仁
宮
跡
の
発
掘
調
壺
は
、

(7) (6) (5) 

〔
人
ヵ
〕

ロロnLJ 
.n
LJ
n
u
 

ロ

一
九
九
六
年
九
月
二
五
H

(
6
3
)
 x

(
4
)
 x
 8
 

0
8
1
 

一
九
七
三
年
以
来
、

「郷
里
制
の
施

0
 9
1
 

0
 9
1
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紀
』
に
よ
る
と
、
恭
仁
宮
の
造
営
開
始
は
、
天
平

一
二
年

一
二
月
か
ら
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
、
こ
の
木
簡
は
や
や
微
妙
な
問
題
を
提
示
す

る
。
す
な
わ
ち
恭
仁
宮
の
造
営
は
も
う
少
し
早
い
時
期
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
郷
里
制
以
後
の
郷
制
下
に
お
い
て
も
、
郷
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を

里
と
記
す
事
例
が
若
干
な
が
ら
存
在
す
る
。
ま
た
郷
里
制
施
行
時
の
貢
進
物
が
、

一
年
前
後
を
経
て
、
恭
仁
宮
の
地
で
消
費
さ
れ
、
そ
の
付
札
が
遺
棄
さ
れ
た
可

能
性
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
恭
仁
宮
の
造
営
開
始

時
期
に
つ
い
て
、
断
定
す
る
こ
と
を
避
け
た
い
。

側
の
蒜
は
ノ
ビ
ル

・
ア
サ
ツ
キ

。
エ
ン
ニ
ク
な
ど
の
総
称
。
大
蒜
の
記
載
と
、

下
端
部
が
尖

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
付
札
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

な
お
木
簡
や
削
暦
の
ほ
か
に
、
二
人
点
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

「是
人
」
な
ど
の
人
名
、
「□
宅
」
「角
家
」
「
□
殿
」
な
ど
、
住
居
や
建
物
を

記
す
も
の
が
多

い
。
「□
宅
」
は
数
点
あ
る
。
□
と
し
た
字
は
、
筆
画
は
明
瞭

で
あ
る
も
の
の
、
文
字
を
確
定
し
が
た
い
。
後
考
に
挨
つ
。

９
　
関
係
文
献

京
都
府
教
育
委
員
会

『埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報

（
一
九
九
七
と

（
一
九
九

七
年
）

・　
（蜘１７
・９　脚剛　軽）

木
　
簡
　
研
　
究
　
第

一
人
号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水ヽ

田
　
英

正

一
九
九
五
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
十
五
坪
　
平
城
京
跡
　
興
福
寺

旧
境
内
　
大
乗
院
庭
園
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
　
飛
鳥
京
跡
　
長
岡
宮
跡

長
岡
京
跡
⑪
　
長
岡
京
跡
②
　
平
安
宮
内
酒
殿

・
釜
所

・
侍
従
所
跡
　
大
坂
城

跡
　
大
坂
城
下
町
跡
　
森
の
宮
遺
跡
　
長
原
遺
跡
　
四
天
王
寺
旧
境
内
遺
跡

長
曽
根
遺
跡
　
入
佐
川
遺
跡
　
宮
内
堀
脇
遺
跡
　
祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
香
住
ヱ
ノ

田
遺
跡
　
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
構
内
遺
跡
　
大
毛
池
田
遺
跡
　
駿
府
城

三
の
丸
跡

，駿
府
城
跡
　
御
所
之
内
遺
跡
　
韮
山
反
射
炉
　
大
師
東
丹
保
遺
跡

甲
府
城
関
係
遺
跡
　
居
村
Ｂ
遺
跡
　
北
条
小
町
邸
跡
　
宮
町
遺
跡
　
南
滋
賀
遺

跡
　
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
屋
代
遺
跡
群
　
大
猿
田
遺
跡
　
山
王
遺
跡
　
市
川

橋
遺
跡
　
大
日
南
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
西
太
郎
丸
遺
跡
　
機
部
カ
ン
ダ
遺
跡

横
江
荘
遺
跡
　
加
茂
遺
跡
　
豊
田
大
塚
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
五
社
遺
跡
　
寺
町

遺
跡
　
佐
渡
金
山
遺
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
　
桂
見
遺
跡
　
岩
吉
遺
跡
　
米
子
城
跡

八
遺
跡
　
山
崎

一
号
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
小
倉
城
跡
　
大
学
府
条
坊
跡
　
呉

服
町
遺
跡
　
松
崎
遣
跡
　
下
林
遺
跡
Ⅳ
区
　
昌
明
寺
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
人
）

塩
田
城
跡

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
白
樺
文
書

長
屋
王
家
木
簡
三
題

算
木
と
古
代
実
務
官
人

書
評
　
沖
森
卓
也

・
佐
藤
信
者

彙
報

Ｂ
．
Л
．
ヤ
一ラ

森
　
　
公

章

鈴

木
　
景

二

『上
代
木
簡
資
料
集
成
』
　
　
　
大

隅
　
清

陽

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




